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一昨年老人保健法が施行された時ｒ「次は

透析患者」と言われていました。それから１

年も経過しﾌS:いうちに、我々透析患者はその

直撃を受ける事ｒ7iりました。

　

第二脇調の答申を受けた政府は、昨年８月

ｒ「今後の医療政策」として、４つの視点と

５つの指針を発表しております。

　

この指針の中味を要約すると、④受益者負

担の導入、⑩健康管理と疾病の自己責任化、

⑤社会保障は「自己努力」とｒ連帯ｒよる相

互扶助』とする、（Z）国・経済的負廻能力の低

Ｆ、⑤医療の効串化、⑥医療棹準の設定aこよ

る限定された医療供給と医療内容の國家統制

及び自由診療の拡々・・・という事ｒまとめ

られ、我々患者個人に大きな負担をひいる事

ｒたっている・私共はこれらの中に、①病気

は慢性化が主体なりに治療の根本的な早期発

見・泊療対策の考慮が々い、②健虞意識が高

揚している反面、不安も増大して･／･る、③医

療コストが高くなっていると言うが、決して

縄くはなっていない・・・等々、まだ多くの

闘題点をはらんでいると指摘し71けれぱｔり

ません。

　

この事が現実ｒ現われているのが今回の健

保改正であり、被用者保険本人の給付串８割

を頂点とした、①退職者医療制度の創設、②

国保忙対する国庫補助の削滅、⑤被用者保険

本人の給付ｌ下げ、④入院給食費の自己負担

⑤ビタミン剤・カゼ薬・健胃剤・｡たツプ剤の

保険適用除外、（9高額所得者の保険除外、⑦

高額医療費助成限度額の引き上げ・・・

　

ｔどの改正が考えられていました。しかし

④（1）の入院給食費と薬剤ｒつｖ・ては、我々腎

友会並びｒ各患者団体が強い反対行動を展開

した結果、何とか中止させる事が出来ました

バ、その淀ｒつ･､lては、凶口肺保水人心８乱

球吋を肖面９割給付とする'μとしr.予定と

も･り実施される'伽てなりました、

　

しかし我々ｒ対する攻撃が今回で終るか・

・・というと決してそうではありません。

　

次に考えられてｖ4る事ａこ、一つは医療費の

現金償還払･かの導人であり、こつ£は人学宍

院4こおける鳥額な治験的治療の制限であり、

三つ茫は医療吻準の設定・・・などの改【Eも
目希んでむります。

　

これらの実咄ｒつのては、現行致府のI柚こ

おいて、老人保健法の強引な施行を見ても明

らかであろうと思φます。

　

この種の改悪案は、単ｒ健康保険だけで4

71く、その他の色々な社会保障福祉政策μ●

金・生保等々μでついても実行し、福祉総後

退をさせようとしておりまず。

　

そこで透析患者の皆さん・・・

　

この様な事を皆様は許す事が出来るのでし
ようか・・・？

　

透析患者一個人の力で頭張ってみても、ど

うにもなら71い嘔があるのではないですか・

　

人的・方法的に種々分らない一個人では何

の具体的行動も起せZkいのではないでしよう

か●●●？

　

しかし、現在の私共透析患者には「腎友会

」という立派念患者組織を持っております。

一人の力は小さいが、多勢が集まる事により

大きな力と71ります。透析患者全員がそこ

団結する事ｒより、より良い意見も出て、

穿

き念力となり、各種楊面yこ精適した中央の役

員・協力者などの力を借りて、それヵ:りの要

求と行動を展開L‘、私共会員のt刀実ﾌ1る実情

を『もの申す』機会が出来るのです。上部役

員£しても、数多い会員の後押しがあれぱこ

そ、真味ｒなって交渉に当れるのではないで
しょうか。

　

我々弱者がこれ以上苦Ｌめられ念いため忙

も私共透析患者は一人残らず「腎友会」に入

会し、他の難病患者さんとも協力しながら、

現行福祉制度の前進は望めか/･までも、後退

は絶対ｒさせヵ:いようｒ、会員全員が協力し

合い頑張ら在ければと考えます。

^1 ―
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）よ･,曹ざリ:1:t伺をするところだろう』とか

ニイそ会ド入って何か･４いこと宍あるの』と

，√tてにtl｀公忙人ってもＣ気か治るわけで

万I･,・し｡，という声ぶ,tぐきかれます。

１

２

●ご

廠古余にはｙこ,７将ぷｉがある。

　

病気を科字約にとらえること

　

病･こツ・哨う気娠をもつこと

　

辰≒７克暇すろ冬吽をつくり出すこと

以上の３点は、現代F4･りの課悶でも ある。

１

　

病気を正しく知ろう

　

多くの心～に会っていて、自分の病気の名

前も正しく知らない､、奉も何を飲んでいるの

か分からないという人がいます。

　

先生が忙しくて詳しく話を聞くことができ

ない、とか、中4てはｒ医者でもないのにそん

なことを知ってどうするのかｊと、しかられ

たという人さえいます。

　

いくらｒ大船ｒ乗ったつもりで、船長ｒま

かせろｊといわれても、この船はどん;な船な

のか、どこへ行こうとしているのかを司らな

ければ、いたずらに心配したり。悲観したり

船からむり｡£うとしたりするということにな

　　

ｆ。噺万、自外の体？｡こぐ･秘ることが天切であ

り式す。そして、病気･;５竹町ぢ一理解したけれ

.'1'''■;I･ません｡薦。阿といヽﾉ貰か、匈んらた

めにりヽ心か、どういう町fり甘があるか、をｿぶ

ることが人1/jでｆ。

　

そこで、自分は混在にI可をＬたらよいのか

安静泥するｏか、働いても｡たいのか、外出は

よいのか、日光にあた･ニヽてはいけないのか、

を知ります。いたずらに不安ば･かりを感じた

り、悲観してはいけません。

　

病気をよく知ると。現在のことばかりでな

く、将来何かできるのか、あるいは、自分に

残された可能なことは何かを知ることができ

ます・

　

治療の内容を理解すると､｡今の状態は、落

ちつ７･ているので･･。進行していこ､のか、快方

７に･ト･てｖ･るのか分ろ１うになります。

　

しかし、けやして主観的;こ判断してはいけ

'４せん。

　

薬辺つ'Ｊ-^てそ｡同､バC、その仁どリ･を･よく扁

らないと、肪手に1,tをふやしたり、M江川;が

出､こといって亥ヽわてて巾ILして、かえりて久

敗'するということが.tくあります。

　

自分の病気を.Lく知り、泊19:の方向を暗め

て、そして旧師の協力を得て病気を治してい

くという考えあか必要です。

　

心者会はそのために。医療乱歓会や相談会

を開いたり、磯関誌などで知らせたり、患者

公のあつまりで、会員同志の情報交換や経験

の交沈をしたりするのです。

－２－
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病乱に負Ｕないように

　

刑乱心ことをよぐ知･）たり、治やｒついて

ごく夕

　

、ていて.も病シに立ち向う、という勇

乱ぺゐ;に1と一路yこ生湧しているという広い心

片寸?つてい１けれげ、病気に負けてしまいま

　

多く乙志者公は、新聞やテレビで報道され

る同恂侈の白役ヤー友心中というｆ幸な小件

をき９かけｒ、これでばいけない、仲間同志

励liし合おう、としで結成されてきました。

　

一生治らたい、とか、大変服い病気、とか

Ｆ,らＬい紘気だ、といわれたときの乱持は、

私達みんなが経験しています。

　

将来も希望も失ったよう71気持ｒなって、

家族共々暗くふさぎこみかちになり１す。

　

症状の重凶時は、介護忙ヽお金ｒと、家族

の負担も｡収く、また少しは快方に向っても、

入院もできず、勁くこともできず、友人もい

なくなり、いつ治るあてもなく一人で考えこ

む時間ぱ･かりたぐさんある、ということにな
りがちです。

　

こんな時は、けっして良いことを考えつか

ないものです。私達の会は、こんな時ｒ、声

をかけ、励まし合ったり、気持をひきしめた

り、解放したりする仲闘となりまｆ。

　

会報での出今い、集余での話し合い。レク

りエーシヨンや文r通、などIがｔ･ります。

－３－

-

そ･なざんＺ呼びかけ･まず

　

テレビや新聞で社会の人たち:こ瓦丿駈Ｔ浙:え

たり、あの人吋役員忙な二･て、皿張つで･､･゛･る

万、と思ってもらったりしています・

　

けっしてｉ自分だけが不幸だ､;とか、あの

八に症状ぷ軽いから、と思って;よ･､４けません。

　

自分も、あの人のようによくなることがで

きる、！自分も少しでも頑張ろう。;とい弓気

持になることぐ大切で■i-.

‘F;友会こt人iこiみｘな;ごjるくて、ひっぐ●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

する」。どこが詞j､い1ん、とよくいｔ.八こす

そうです。体は病気でも心まで茫:気Ｋなって

ぱいけません。それ回や一、今の恒のぞで、

心身ともに、全くｋ綸だという人の方がｊ･こ

いのですｏ

　

何か一つくらい病気を持っている方が、人

の心の暖さがよく分る、というものでず。

３

　

本当の福祉社会をつくるために

　

路まれた痛さは、踏んでいる人には分から

ヵ:９といいます。

　

本当に医療が必要にたって医療のありがた

さが分り１す。

　

柚祉の援助が必要になってはドめて、その

必要が分ると同時に、ｔλと､以己岩病患考

；こんーにも多くの旧遊があり、その解ぶ

?●

ヤ悛をこの社公は持っていか､4･･々‥という

ことが分り１す。

　

私達が自分の病気を正しく知丿て･。そＬて

伺χにまけか､･jぞ、という気持をもｰヽても、

今０日本では大きな唯が、のくつもいぐつも

日の前忙立ちはだかってい１す。

　

今度はその壁をなんとかとりのそかなけれ

ばなりません。

　

私たちは急のでります。そしてーÅ､ひとり

は、ほとんど何の力も持っていません。金だ

ってありません。そこで私達は、集まってこ

の壁のあることを、多くの國民ｒ知ってもら

い、一諸ｒとり除くことをよびかけなけれぱ

なりません。
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そダげj:こ、以遠:り征iQを具体的ａ:却らせる

りう､･．-づいノ理解をしてもらえる方法でち

りヽEぐ≒、

　

口かjｙ.i∃μしなパ:･､ .'･、９'ﾐり益のこと．、

.ぶ恥乙々蛮;Iり､、喘認や学佼のこと¥､．私か

tl.-･こと･i.

とも、でしぶ

らえ・ぜ４：

●CJ

;ｈ価･i･･身阻手･帳をもら,ﾆ１ﾌﾟk・

汲りムード’tンのことも分って

　

Ｉ

Ｊ
ｉ
ｔ

国民全６;こ如ｉ!1.ろ、ということは無月で

。そして、他人ぶ同じ状況で苦Ｌむ１う｡こ

-･たときﾌ'そjiみたことかｊでは。人間口

余は立呉しません。

　

弘七.1.私.亡の経験を土台とＬて、二度と

同じＪしｙを味わう人ぷ出ないようａこ頴つて

活効しなければなり１せん．

　

それが泌者の吸す社余的役剖だと思い１す．

　

やがて．駁濡の活動の一つ一つによって社

会が少しづつ変わっていったとしたら、私達

は病気を湧して、あろいは信病.徴者である力、

らこそ、この社会にμ献することができた、

と思える日が来るCで違いあり１せん．

ごご聡ｏ，浸

４

　

会費をlilめるだけでも立派な活動

　

会に人つても何もでｙ1｡いか;･、、ヶ．、; r

人会を断ろ人かいｔず

　

今1=ｙ卜こ笑しんでい

る人ですから、りjにで･きなぐて｀舛然で-１･ ．

　

Ｌかに、ど力Ｌ弓な人;こてヅドこ'きるがげ:り．

ありｊにヽ

　

それ吋、

　

/■..I.■]･を６めるご

　

これは椀軟（べ、視溥で１

れで4.、どんな､こ覗症な人分･

μそ･．

:I･

　

C･丿．

卜り？ヤん

　

，こ

いt，こきる昌･4

　

三つの役倒？｡':1すタドCI､、会費が･なrr II n

.ゐ勁でき１せん｡フ万‘iの公費にJﾆ）て公にt晒

力できるのです。

　

それに、会費の集まらない会でゴ、せ。･か

　

ぐ一生県ご斟ご･つて･ｚ3 ろ役以力人たちも、元

乱をなくしてしまいヤ尹。

　

役輿の人達も、同じ利気の思考･･宗族なの

です・他の人達と少しも変ったところは々い

のです。特別冗恵まれた馬印の人などは、長

い聞活動していキすが一人もい１せんでした。

　

むしろ、ｆこんなー条件が悪い中で』と、

びっくりするくらいです。

　

その役員の人達を励まし支えるのは、会貫

の方々からきちんと会費が納められているこ

と、そしてつけ加えるのであれぽ、苦労して

出した会報が読まれていること。たまには手

紙がきたり、会報へのせる原稿が届ぐことで

すり

　

報酬も何ももらわないで活勤していろ役員

にとっては。何(Ｃもかえられ｀ないうれしいこ

となのです･5

－４－
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勁に人・．てら:り金は貳-｀ヽｄられません.川

ずー？ぐり｀

　　

ｙで人いTも病気と□｀こ､ここにわけで二・

り１‘よん・かL7ヽヽ役μにごｔ． １つたら、岑

｀吼こ£･ンドイことでｆ。でf,.このrnにこむ･（

乙答えに．ｉう一度ご.の郷を、．こ1 '.･jから４･

銃-４下さ?、ばyr ')i "i-･･

　

その答えをり､つけ６ことがで･tたら、み々

た､-よ、もう一人呻の患者で･ぐ．

　

会CIの方々の一層の御理解と未加人の方々

の人会を心からお持ち申し.だけ１す．

腎友会の会費は高いか

　

釧路地方腎友会は。月６００円

００円一括払いを原則Ｊを会費と

いただいております。

吋jｿ1こ仏。む

　

μ………'JI't･.ri, I、私達Ｑ死活問ぶであぞ.こと

からペド阻七も多で協力願った請騎書j7た二･丿

え(皆様忿厦対の･ヽガベも出Ｌて頂きこ|ゴド、

地方選心μ輿、各り心竹、担肖次回、･が!りこ

Ui{･こ事II,yを親明するなど、阿らかの.ｹ院で弓

人負担１レないで済むよう呵二河四、泌跨‘む

問わす男乙を続けてむります‥

　

その努力の結･ylか、訥.ぺ負担ぞ口:こ連った

としたら、あをたの納めた会費心､ＱいでL.と

うか．ゼロが･決定した時、その恩恵は公λ:

つている宕、入っていない者、斗等に受け

●

（乍間･Z2

して納めて

　

内訳は、全腎協ｒ１００円、道腎協ｒ１０

０円、釧腎会で４００円と7S;つています。

　

会鑓一人分の会費は、一年分であっても役

貞の道腎察へ（札幌丿出席の交通費一人分に

も満たないものですが、会員が大勢とたり、

会費が順調Ｋ納められると、大きな力と々つ

て役員の交通費どころか広報活動等、色々゛な

活動を起すことができまず。

　

昨年暮、５９年慶国家ヂ算纒成会議におい

て、厚生省のｆ算中。医寮費の個人負担２割

をヽ世論の彫●で今年は１創、６０年度から

２割と決定し１した。

　

活動を起さずそのままにしておくと、月最

欧で６ａ０００円の負超（毒考までｒ一回の

感析料最低で約５万円）をしｔければーりま
世ん。

れます。入会していない人はどう受吋血める
でしようt今･。

　

霖たき!3 O fjでも人会、会費の納入等ヽ家

族の協力をりて腎友会応－力する官ができま

す・

　

健嶼な方でも、それぞれの健康状涵・勤吟

・家庭の条件ｒよってｉ力できろ7S柄ｄ逸う

と思います。無理４１を茎んでいるので;ttあ
りません。

　

ですから腎友会では、会費の納人に当り。

困難と認められる方ｒは分割・減額等の遊を

開いておりまず。各病院の代表幹事、１蔡司

ではヽ゛゛1)でも柵談゛応じてむりまｙ・

　

この原稿が皆様の予ｒ渡る頃は、健保ぽつ

いて何等かの答が出るのでは、と思いまずこ

国会の審議(テレビ・新聞等に腎友会ご●

　

－ス等虻関心をもって見守って'Fさい。

　

血圧低下の性か、体が疲わてきました、こ

の辺でペンを置きますが、皆様のｰ●の御理

解と御－力をお康･／l申LJﾆげます。

　　　　　　　

釦路地方胃友会

　

債務局長

　　　　　　　　　　　

￥

　

坂

　　

要
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愛犬物語丿

　

釧路市立病院

　

横

　

沢

　

俊

　

彦

　

２人の男が犬淀近･4'いて、喰ICか食べさせ

た。犬は２～副川ｙルクル世るとパッタリ倒

れた。ｒアッ凛｡ビ｡べどうしよう、搬がボー

となる・遠い遠=９廿のがい出、昭和？年頃の

'ｙ．こにが･づ‘':f-l　ジョンｊの木路である。

為

り‘)

ﾉ･J

函

り･h:- ^ j｡･;･:に

であり・い‘）ぷから･ｙ僕のーほ泥左つだ

。さた･かで鳶いぶ、tfo fili S年頃Iであろ

　　　

１４乍、父のり勣で日４.1り劃ぶて防るｊ

　　

ジョンはトラックに護せられ、=私酔ｙ･かフラ

●フラしていた、ひ/）犬;こ芸を仕込んだ記憶は

　　

ﾉkい、おとなし／パjE洛であった。犬の咬しＭ

　　

いがヽ今ほどう乙さくｱa:ぐ、家が今の日赤の

　　

近くで、周りは畑で￥は点々とあつただけの

　　

時代である。ジヨンは自由河:飛ぴ廻っていた。

　　

今の犬はクサリで四六時中つ々がれているの

　　

で可愛そう、

　　　

家続きの物置があり、その内疋犬小屋があ

　　

るっ夜ねる時は外で生理的用をさせてから襄

　　

戸を閉めるのだ。

　　　

ある冬の朝、外は真白な鏝世界だった。裏

　　

□より外泥出るとしカチッ」とぶつかつたも

　　

のがある。雪の中より出て来たのはし

　　

チｊのジョンであった。戸締りが早かった。

　　

なぜ確かめなかったのか、泣かなかったのか、

　　

それとも私がグッスリ寝ていて気付か々かつ

　　　

のか、寒かったろう。ｒブルブルｊふるえ

　

囃

がら死んだのか、不注意な私をゆるしてく

　　

れ。これが二代目ジョンの末鈴である。

　　　

それから犬とは緑が切れていた。４１年、

　　

雄別炭疆の時代、妻が知人より小犬をもらつ

　　

て来た。雑俺である。娘達はｒヒース.j、平

　　

和を略してｒビスＪと名付けた。白心―

　　

寸まざり、耳は立ち、尾は巻いている。今迄

　　

の犬で一番の美犬だ。この犬には娘達が色々

　　

と芸を仕込んだ。『右手.j・「むカワリ」・

　　

ｒおアヅケＪｔどである。おかしかったのは

　　

ｔね了ヅケ」と言ってだまつていると「ヨダ

　　

レ」をタラタラ席して背をかしげ、こちらの

　　

顔を見るのだ。

　

夜勤の時ヽ１５分程の職場忙ついて来るｏ

朝、家の近くまで帰って･遠くから｢ピス｣と

呼ぷと丸ぐなって飛んで来て、体をすりっけ

てぐる可愛いいものだ。

　

昭和４５躯、優良績の雄別もとうとう閉山

とｱQ=ろ・･仝口解雇、求職、引越準備等々多忙

な旭日。そＬて八Ｅｆ£就職内定となると、

内地迄ピスタ隋れて行けぬ。野放しで飢え死

ｒＬていり･ｔいそうだ。まもなく保健所７泄

れて行った。どの廓こトヤD1たりか、'ト

ボ1･ｆ,でと峻･ｙふりかえ･レ々がら引かれて行

った姿ぶLレこ俘よ・可'ない……'ヽ｡｡‘こ/･z-ぺこ。こわ

がΞ代目の人四末路である。

　

見知らぬ土地への下安､':、助さに弱い弘は

とうとう釧路ｒ住みっいた、これならピｘ 1･

仕宋ずるのでなふった。犬を昆るとビスを伊

い出ず。

　

そして、１１乍たち５６年ﾕ｡珂徽場で倒れ

３ヶ月の人､完、自宅僚ｊ£｡。５７躯２.1j彫び倒

れ３月３１日っいひこ轟術ぽ入る。それから１

年半、切の散歩の咄雛茫と、娘がりヽ犬を哩っ

て来る。家端で招荻の上Ｆチロｊと命名する。

この犬は美犬とはさえｱ1い、姐雌で耳以たれ

て太めで芸を仕込んでもむほ･えが悪い。Ｌが

し回が可愛いい。透析力ヽら帰ると喜こんで飛

びついて来る。良し良し淋しかったか、遊び

相手が無かったか、良し良し。だが大きくｰな｜

つたものだ。昨年１０月茫貰って来た時は２

Ｋ程だったが。今は１０Ｋだ。｢さあ、むま

えも運動をしーぐては、これこれ、あまり引

っぱる'な、匍主人９は隈が痛ッ･のだＪ。

　

ｒ駄犬よ、むまえは可愛いいやっだ、三代

目迄の様な末路でなぐ、天寿を全うしてぐib

そしてのっまでも仲良くしよう左Ji･チロ｡;
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「

　

子供のジン移植成功を願う

　

」

　　　　　

広瀬正宗さんよりお便り

拝啓。

　

寒さ厳しい今日このごろ、皆様方に
おかれましては益々御健勝の事と思います。

　

原石卜正芥入院時には皆座方には色々と御

琵心いただき人当にありがとうございよした

　

図蔭順にて皿隋の生腰治刎とも言元るシャ

ンlヽ于術も｡2朗lｙごようやく成功政しまし丿二

　

C右うで･にｊ八朧時、尿素眼ﾉぐ爪2/ロ:ﾌ）つ

こものか８のこ、クレアチニン８が３－

　

５と

なり。最悪の卜曹を授け出しましたハごち八

には大変な苦痛のようです。

　

慢性ジン不全

の状態で血液透析や法が導入されるjかｙこは

必ず移鯛を前句とすると言うことが、小児に

おいては必須状俘とのことです。

　

先日（２月／了日）４才児がび日間にて元

亡く移慎後）したのを見ましたが、小児の場

合。催率が悲いのですが移植をしないよりは

ましですねｃ

　

近い将来の移植を夢見、観子

共々ガンパル所存ですc

　

ジン友会は絶対に大切ですね。ジン臓病で

悩ん･でいる子供さんが多く居ることも事実で

すし、悲しくも未央が少ないのです。

　

その

子を持つ親は皆様と同じ列気以上に苦しいて

すよ。

　

ジン友会の皆籾に一日も早く明るい

日が来ますように・・・・・・・貼

り私達ジン友会の仲間です。

　

成功を祈って。

広瀬御夫妻にがん･ぱって載くように

　

お便り

を出しましょう。

あて先

　　

埼玉県所沢市

　　　

広瀬正誉（移植の本人９才）又は広瀬

夫妻まで。
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哉か／劉・

釧路市立病院リポート

木

　

村 俊

　

i’今日のシラルトロ湖は無数の自鳥が飛来

し、、とてもきれのだＪと云う。

　

ぐ周囲の真白な冬景色、真青｀な空と氷のと

けた一一陥の湖、ｌるでポエムの世界だ』僚荼

から朝早く車を飛汀して透析叙:来る斎藤正雄

　　

嗜んはＦ四季」をいつも一一諸に持って来る。ｔ

もう少し前の事ではあるが、チカ釣りの時

期の曲日い話も透折中の私達を湧かせたもの

でした。'ある人がチ力釣りを楽しむべく制に

fj≒1だ。場所代７百円を支払い、酷寒の中を

待ﾆ.Ji一一日、その日の収穫は何んとｒチカ３

匹ごと云う成哨で５入家族でどの様ｒＬて分

け｡£うか､と考えた由･ ･ ･ a

　

思わす笑ってしまいました。湖へ行くまで

にはガソリン代もかかるでし１うｒ、当時、

晒で買い求めれぱ３百円位で３０匹はあった

時朔であろ・道楽とはかくもお金と時間のか

かろものですね、皆さん･ ･ ･ o

／
ｙ
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-
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総会問催のお知ら包

　

,il･渦地方ｙ･り勁り定例総角をド記の通り闘

氾にます。刀嘩｡お経６今せの七僑出席下さ八
１
２
:
ｏ

時
所
腔

　
　
　

の

Ｉ
鵬
そ

う月2 C･B i nmロノｉＯ時

廠鍼ぬさまい荘（紅市場ありＪ

叫通院交通費支給します（釧路市内の

　　

該当各のみ）

　　

支給時刻１２時３０分より１５時３

　　

０分までの’f定

（剛

　

昼食は参加者全ａｒ支給、準備の都

　　

合Ｌ、出欠の調べをします。

（３）総会の資料を、総会前できるだけ早

　　

くお届けします。資料を良く見て検

　　

討Ｌ、質問事項をメモする等、総会

　　

が順調に進むよう御協力下さい。

（４）総会出席者に交通費支給（釧路市・

　　

釧路町以外から附会に出席する方に

　　

はヽ交通費実費を支給します（昨年

　　

より川

（５）役員及び幹事さんへ

　　

総会当日は９時３０分までｒ会場へ

　　

お出下さい。

（6）当日は釧腎会新年度分の会費も受付

　　

します。御寮力’Fさい。

９ｐ

い
恥



会員の動向

○新規患者

・宇井美江・略立病綻

・児玉茂子

・大滝キク

・浜出政之

釧協市

釧路市

標茶両

根室市宝町

・宮下千里

標茶町

ｌ変更事項

・石田屑・会員となる

・原保・三笠より戻り会貞とたる
・野中久予・５８年９月２２日死亡

・宇井美江・２月より会良とヽなる

・小熊裕子・２月より会員とたる

・大友元次・電話53―1035(Cヵ:る

":Sｼﾞ:F:F::::::::::::::･:・:･:･:φ:･:.･.･.･.･.、･.･・‥.‥

ﾚ＼ﾚぷ:TL……………i:jjjj

:……j塀隼畔ﾘjjj:j

いよいよ春四月です。吹く風ｒも暖かさが

感じられて来ました。けれども先月の記録的

乃:大雪の後仕末で１だ々々大変な今日この頃

です・私達透折患者には生死に関わる通院手

段の確保ｒ悩んだ方々も大勢いらした事と存

じます。遅ればせ曳がら大雪御見舞｡ヽ申し１

げますｏ道束地方の春ば本当忙間違いなく来

ています。もう少しですがんぱりましｌう。

さて、今号は釧I腎会恒例の総会を５月２

日ｒ控えて、もう一度初心£戻って「腎油

つて何だろう」、「なぜ私たちは会を昨って

るんだろう」等ｒついて特集してみました。

日頃、いそがＬさに紛れてゆっくり考えて

みる事がーかったｏわかってはいるんだけれ

ど、まとめて考えてみるのがチ９７卜出来な

かった。そ０他私達透析患者が基本的ｒｒ生

存Ｌて行く為の相互協力」ｒつt４ての考え方

を、釧腎会事務局長ヽ早坂さんがわか!）やす

ぐまとめて下さいました・新年度のスタート

「あたって会員の皆さん、「腎友会」につい

て考えてみて下さい。

もう一つ、ご覧の通り、表紙の裏ページ忙

「シャント」と官う、「釧腎会役員」から皆

さんｒあててのメタセージを截せる「肩のこ

らないお話」又は「今の透析患者会の動き」

ｶ:ど毎号のシリーズをスタートさせ’まし●
御期待下さい・

先号より市立の近藤さんが編集部熾として

加入して下さいましたｏ私達編集部一同今年

度はどうたるのか総会の結論を待つところで

すが、とｒかぐ会貞の皆さんのｒたんちょう

Ｊに対する興味と御投橋が｀なければ成り立っ

て行きません。皆さんの日頃の生活から出て

くる御意見や考え方、思いつき、感動した筝

ヵ;どヽ又、詩や俳句など走り琳き、ｙモ、書

式は二の次、-まづ出稿Ｌてみて下さ･/・。
Ｄ

ありませんか●●●●・。
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